
広島大学経営協議会学外委員からの指摘事項への対応のうち，特筆すべき事項 

 

１ 広報の充実 

 (1) ＷＥＢサイトのリニューアル 

本学の公式ＷＥＢサイトは，平成 15 年からワープロ感覚でホームページが作成できるコ

ンテンツ管理システム（ＣＭＳ）を導入し，現在では，総合大学にしてはめずらしく統一さ

れた形で情報発信が行われている。 

しかし，情報更新の遅延や多言語対応等には課題があるとの指摘を受けており，その主な

原因として，利用者視点の欠如と全学横断的な広報活動に対応する体制が不十分であること

が挙げられる。 

そこで，本学の広報活動を全学的立場から戦略的に推進するため，全学的組織として「広

報企画戦略会議」を設置し，本学の広報活動の方針及び推進体制を定めた。また，これに基

http://www.hiroshima-u.ac.jp/news/show/lang/ja/id/6983
http://www.hiroshima-u.ac.jp/top/houjin/jyoho/p_wv1zq5.html


２ 海外留学の促進 

 (1) 各種留学プログラムの設定，留学支援制度の創設 

国際交流や留学への関心を高めるきっかけ作りを目的に，海外経験の少ない学部 1 年生を

対象とする START プログラムを開始した。同プログラムに参加した学生は，プログラム終

了後，各自で大学が提供する語学研修プログラムや JICA のスタディツアー，ボランティア

活動，個人旅行などの様々な海外渡航の機会を作っているほか，会話パートナーや国際交流

ボランティアなど，学内での国際交流活動にも積極的に参加している。その他，大学院生の

海外派遣については，修士レベルのダブル・ディグリー・プログラム，学部学生の海外派遣

については，短期交換留学プログラム(HUSA)などを実施している。 

また，平成 23 年 3 月以降，①留学案内パンフレット「留学のススメ」の発行・配布，②留

学案内週間（留学ＷＥＥＫ）の開催，③留学経験学生を留学アドバイザーとして雇用し，学

生プラザに留学相談窓口を設置，④留学関連説明会の開催，⑤留学報告会の開催等，各種新

規の取り組みを行っており，派遣留学生数は着実に増加している。 

さらに，独立行政法人日本学生支援機構が留学生交流支援制度（奨学金制度）に平成 23

年度から新設した「ショートステイ・ショートビジット」に積極的に申請し，数多くの採択

を受けるなど，留学に関する奨学金についても充実を図っている。 

詳細については，以下のページを御覧ください。 

○留学プログラム，留学支援制度の概要 

https://momiji.hiroshima-u.ac.jp/momiji-top/learning/study-abroad.html 

 

 

３ 学生に対する経済支援策の充実 

 (1) 各種奨学金制度の創設 

国立大学の授業料免除制度は，国から措置される授業料免除枠での運用となっている。し

たがって，一大学の判断でこの枠組みの拡大や制度の廃止については限界があり，経済的困

窮学生への経済支援を拡大するには本学独自の奨学金を充実しなければならない。 

   最近の取組としては，平成 19 年 12 月に「広島大学基金」を立ち上げ，成績は優秀だが経

済的理由により大学進学を断念せざるを得ない学生に本学への進学機会を提供するための経

済的支援を行う「フェニックス奨学制度」を創設した。 

   また，急激な円高の影響で困窮している私費外国人留学生 16 人に対し，本年１月に，緊急

経済支援策として，総額 130 万円の一時金を支給した。 

   さらに，東日本大震災で被災した学生に対して，経済支援に関する相談窓口を設置すると

ともに，授業料免除（25 名）及び入学料（1 名）の全学免除を実施した。 

詳細については，以下のページを御覧ください。 

○奨学金制度の概要 

 https://momiji.hiroshima-u.ac.jp/momiji-top/life/financial.html 

https://momiji.hiroshima-u.ac.jp/momiji-top/learning/study-abroad.html
https://momiji.hiroshima-u.ac.jp/momiji-top/life/financial.html

